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一 宮 町 総 合 計 画 

基本構想 基本計画 

平成 23(2011)年度～平成 32(2020)年度 

 

 

 

 

 

 

町民の皆さんと心をかよわせ ふるさと一宮を創造します 

 

昨年は、一宮町制１２０周年という節目の年にあたり、町民の皆様のご

協力のもと様々な記念事業に取り組みました。一宮町の伝統と歴史を振り

返り、まちづくりに貢献してこられた先人の方々への感謝の念を新たにす

る機会となりました。新たな年を迎え、更なる飛躍に向けて、今後１０年

間のまちづくりを町民の皆さんと共有できる指針として「一宮町総合計画

２０１１年⇨２０２０年」を策定いたしました。この計画は、町民と行政の

協働を基本姿勢に置き、町民の皆さんと行政が一体となって英知を結集し、

誰もがここで生涯を暮らしたいと思える町を築いていきたいと願いを込め

たものです。今、時代は地方分権改革の推進、人口減少、超高齢化社会、

地球規模の環境問題の深刻化という大きな変革期にありますが、こうした

住民参加のまちづくりにより、地方分権にふさわしい個性豊かで魅力ある

一宮町の実現に努力して参りますので、ご協力をお願いいたします。 

この計画の策定にあたりまして、一宮 

町総合計画審議会・一宮町まちづくり委 

員会の皆様をはじめ、貴重なご意見・ご 

提言を頂いた多くの町民の方々に心から 

お礼と感謝を申し上げます。 

 

一宮町長 玉川孫一郎  

  



【
総
合
計
画
と
は
】 

 

 

町
政
全
般
に
関
す
る
総
合
的
な
最
上
位

計
画
で
、
基
本
構
想
、
基
本
計
画
、
実
施

計
画
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

基
本
構
想
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
全
体
像
を

総
論
的
に
示
し
て
い
ま
す
。 

基
本
計
画
は
、
各
分
野
ご
と
に
基
本
的
な

方
針
や
具
体
的
な
施
策
を
示
し
て
い
ま
す
。

実
施
計
画
は
各
事
業
の
内
容
や
財
源
内
訳

に
つ
い
て
、
財
政
計
画
に
基
づ
い
て
定
め

て
い
ま
す
。 

 

【
計
画
の
期
間
】 

              

～
計
画
づ
く
り
の
経
緯
～ 

 

総
合
計
画
は
、
住
民
参
加
を
基
本
に
進

め
ま
し
た
。
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
は

じ
め
、
多
く
の
町
民
が
計
画
づ
く
り
に
参

加
で
き
る
よ
う
一
宮
町
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
を
設
置
し
ま
し
た
。
15
名
を
予
定
し
て

い
た
募
集
に
、
31
名
の
応
募
が
あ
り
、
応

募
者
全
員
が
ま
ち
づ
く
り
委
員
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。
委
員
会
は
「
生
涯
・
生
活
部

会
」
「
地
域
・
暮
ら
し
部
会
」｢

産
業
・
環

境
部
会｣｢

行
政
・
自
治
部
会｣

の
４
つ
の
部

会
に
分
か
れ
、
一
宮
町
基
本
計
画
に
盛
り

込
む
べ
き
内
容
に
関
し
て
、
町
の
職
員
と

共
に
議
論
・
検
討
し
ま
し
た
。 

              

               

途
中
２
名
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
の
方
が

都
合
に
よ
り
参
加
で
き
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
平
成
21
年
12
月
か
ら
平
成
22
年
８

月
ま
で
に
53
回
も
の
会
議
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

こ
う
し
て
出
来
た
計
画
案
は
、
住
民
説

明
会
な
ど
で
町
民
の
皆
様
か
ら
の
意
見
を

お
聞
き
し
、
ま
た
各
種
団
体
長
で
組
織
す

る
一
宮
町
総
合
計
画
審
議
会
に
よ
っ
て
審

議
さ
れ
た
結
果
、
自
治
基
本
条
例
の
制
定

案
な
ど
総
合
計
画
の
素
案
の
一
部
に
修
正

を
加
え
、
平
成
22
年
９
月
一
宮
町
議
会
で

議
決
し
、
新
総
合
計
画
が
決
定
し
ま
し
た
。 

 

 

長
時
間
の
検
討
の
結
果
、
私
た
ち
は
将

来
に
わ
た
っ
て
大
切
に
す
べ
き
多
く
の
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
一
宮
町
だ
か
ら
こ

そ
大
切
に
し
た
い
こ
と
を
住
民
一
人
ひ
と

り
が
認
識
し
、
豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た

美
し
い
風
景
、
深
い
歴
史
を
受
け
継
ぐ
伝

統
文
化
、
助
け
合
い
の
精
神
を
持
つ
地
域

社
会
な
ど
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

先
行
き
不
透
明
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

こ
れ
か
ら
は
住
民
と
行
政
が
協
力
し
て
将

来
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
行
く
こ
と
が

重
要
で
す
。
新
し
い
総
合
計
画
は
そ
の
実

現
の
た
め
に
行
動
を
起
こ
し
て
い
く
こ
と

を
表
し
て
い
ま
す
。 

             

２０１１ 

(平成 23 年) 

～ ２０２０ 

（平成 32 年） 

基本構想(10 年間) 

基本計画(10 年間) 

実施計画 

(3 年間) 

実施計画 

(3 年間) 

実施計画 

(3 年間) 

 

 

Ｈ２２．１．２９ 第２回生涯生活部会 

 

Ｈ２２．７．２９  総合計画住民説明会 

 

Ｈ２２．９．２  第３回総合計画審議会 



                   

 

【
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
】 

 

一
宮
町
総
合
計
画
で
は
、
町
民
一
人
ひ

と
り
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
町

を
目
指
し
て
、
次
の
４
つ
の
理
念(

基
本
的

な
目
的)

を
定
め
ま
す
。 

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
で
必
要
な
の
は
、

効
率
性
の
み
を
重
視
す
る
の
で
は
な
く
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
町
の
主
人
公
で

あ
る
町
民
の
視
点
を
十
分
踏
ま
え
て
い
く

こ
と
と
考
え
ま
す
。
本
町
の
ま
ち
づ
く
り

に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
計
画
立
案
・
実
行
・

検
証
の
際
の
基
本
方
針
と
し
て
い
き
ま
す
。 

 

               

【
基
本
構
想
の
目
標
人
口
】 

 

現
在
人
口
は 

１
２
＊
５
７
２
人
（
平

成
23
年
２
月
１
日
現
在
住
民
基
本
台
帳
）

で
す
。
本
町
の
人
口
は
微
増
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
本
町
に
お
け
る
人
口
の
伸
び
は
、

今
後
も
劇
的
な
発
展
は
望
め
な
い
と
予
想

さ
れ
ま
す
。 

全
国
的
に
人
口
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
若
干
の
増
加
を
見
込
み
、
目
標
年
次

(

平
成
32
年)

の
人
口
を
概
ね
１
３
＊０
０
０

人
と
想
定
し
ま
す
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

               

【
施
策
の
大
綱
】 

 

施
策
の
大
き
な
柱
と
し
て
は
、
①
生
涯

と
生
活
（
当
事
者
の
視
点
）、
②
地
域
と
生

活
（
社
会
環
境
の
視
点
）、
③
行
政
と
生
活

（
自
治
の
視
点
）
に
分
か
れ
ま
す
。
①
は
、

町
民
一
人
ひ
と
り
の
一
生
涯
の
時
間
軸
に

沿
っ
た
当
事
者
の
視
線
で
施
策
を
考
え
て

い
く
も
の
、
②
は
各
年
代
に
ま
た
が
っ
て

問
題
に
な
る
各
種
の
問
題
を
、
家
庭
を
核

と
し
て
近
隣
地
域
か
ら
広
域
連
携
に
ま
で

広
げ
て
い
く
空
間
的
広
が
り
の
視
線
で
と

ら
え
て
い
く
も
の
、
③
は
行
政
組
織
の
形

態
・
運
用
の
あ
り
方
に
視
点
を
お
い
て
計

画
し
て
い
ま
す
。 

 ① 

生
涯
と
生
活
（
当
事
者
の
視
点
） 

幼
年
期 

 
 

 

【
０
～ 

６
歳
】 

学
童
期
～
思
春
期
【
７
～
１
８
歳
】 

青
年
期
～
壮
年
期
【
１
９
～
３
９
歳
】 

中
年
期 

 
 

 

【
４
０
～
６
４
歳
】 

高
年
期 

 
 

 

【
６
５
歳
以
上
】 

 ②
地
域
と
生
活
（
社
会
環
境
の
視
点
） 

家
庭
・
近
隣
地
域
・
都
市
環
境
・
広
域
連
携
・

地
域
産
業
・
自
然
環
境 

 

 ③
行
政
と
生
活
（
自
治
の
視
点
） 

行
政
運
営
・
財
政
運
営
・
住
民
自
治 

基 本 構 想

～基本理念～ 

人ひとりの人間性が尊重されるまちづくり 

一生暮らし続けることの出来るまちづくり 

町民との協働によるまちづくり 

自然との調和の中で生きるまちづくり 

まちの将来像 

 

躍動する緑と海と太陽のまち 

現在人口（平成２３年） 

１２,５７２人 

 

目標人口（平成３２年） 

１３，０００人 

 

 



 

         

第
１
章 

生
涯
と
生
活 

 

■
基
本
方
針 

 

全
国
的
に
少
子
化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、

一
宮
町
の
出
生
数
は
微
増
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
を
は
じ
め
、
保
健
、
医
療
、
福

祉
の
連
携
に
よ
る
福
祉
環
境
の
整
備
、
充
実

に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
福
祉
活
動
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
推
進
し
ま
す
。 

教
育
面
で
は
生
涯
学
習
の
一
層
の
推
進
を
図

る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
や

豊
か
な
人
間
性
を
育
む
た
め
、
特
色
あ
る
学

校
教
育
の
充
実
や
青
少
年
の
健
全
育
成
に
向

け
た
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。 

 

■
主
な
事
業 

○ 

病
児
保
育
・
子
育
て
支
援
の
推
進 

○ 

公
営
保
育
所
に
空
調
設
備
の
設
置 

○ 

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
充 

○ 

郷
土
愛
を
育
む
教
育
の
推
進 

○ 

放
課
後
児
童
の
健
全
育
成 

○ 

健
康
づ
く
り
事
業
の
増
進 

○ 

生
活
習
慣
病
予
防
対
策
の
推
進 

○ 

高
齢
者
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備 

○ 

高
齢
者
外
出
支
援
事
業 

な
ど 

  

第
２
章 

地
域
と
生
活 

 

■
基
本
方
針 

自
然
災
害
や
火
災
、
交
通
事
敀
、
犯
罪
な

ど
か
ら
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
防
犯
・

防
災
体
制
の
充
実
な
ど
を
図
る
と
と
も
に
、

町
民
が
快
適
に
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
の
創
出

に
向
け
、
自
然
環
境
と
の
調
和
を
図
り
な
が

ら
、
道
路
な
ど
生
活
基
盤
の
整
備
や
市
街
地

の
形
成
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
町
の
特
性

を
生
か
し
た
観
光
を
は
じ
め
、
各
産
業
の
持

続
的
な
発
展
に
向
け
た
取
組
の
ほ
か
、
ス
ポ

ー
ツ
や
文
化
活
動
を
推
進
し
て
、
地
域
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。 

 

■
主
な
事
業 

○ 

町
道
の
整
備
促
進 

○ 

防
犯
灯
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
改
修 

○ 

公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化 

○ 

釣
ケ
崎
海
岸
広
場
の
多
目
的
整
備 

○ 

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成 

○ 

旧
国
民
宿
舎
跡
地
の
利
用
整
備 

○ 
町
内
文
化
財
の
保
護
活
動 

○ 
体
育
協
会
を
中
心
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
普

及
体
制
の
充
実 

○ 

図
書
室
環
境
の
整
備 

な
ど 

  

第
３
章 

行
政
と
生
活 

 

■
基
本
方
針 

町
民
参
加
に
よ
る
行
政
運
営
を
図
る
と
と

も
に
、
積
極
的
な
情
報
の
提
供
を
推
進
す
る

ほ
か
、
健
全
で
透
明
性
の
高
い
行
政
運
営
に

向
け
、
行
財
政
改
革
に
努
め
ま
す
。 

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
と
な
る
町
民
の
多
様
な

活
動
の
推
進
に
向
け
て
、
自
主
・
自
発
的
な

活
動
の
支
援
に
努
め
、
ま
ち
づ
く
り
に
積
極

的
に
参
加
す
る
気
運
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。 

    

■
主
な
事
業 

○ 

町
政
に
関
す
る
住
民
説
明
会
の
実
施 

○ 

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情

報
発
信 

○ 

効
率
的
な
財
政
計
画
の
策
定 

○ 

効
率
的
な
行
政
組
織
の
運
営 

○ 

町
民
と
の
協
働
事
業
の
活
性
化 

○ 

町
民
の
自
発
的
活
動
へ
の
支
援 

○ 

一
宮
町
庁
舎
の
整
備 

な
ど 

 

基 本 計 画

基本計画のスローガン 

 

みんなでつくる心かよいあうまち・一宮 
 


